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●行政担当者が、PDCAサイクルに基づいて
事業として推進・評価する場面を想定。

●推進・評価の枠組み（ACT-RECIPE）を提示。

各局面で留意すべき10のコア項目とそれに
付随する小項目をチェックリスト形式で掲載。

 「一般介護予防事業評価事業」「保険者機能
強化推進交付金」等の国の指標とも整合。

特長：



行政におけるPDCAサイクルの流れ



PLAN（理解） ACT-RECIPE



PLAN（調査・計画） ACT-RECIPE

通いの場の
類型化も
参考に!



PLAN（調査・計画） ACT-RECIPE

こんな視点で!!

しっかりとした計画を立てるには
「戦略シート」を活用

簡単にアセスメントするには「ACT-RECPE+」を活用



PLAN（調査・計画） ACT-RECIPE

しっかりとした計画を立てる
には「戦略シート」を活用



PLAN（調査・計画） ACT-RECIPE



通いの場等の効果評価のロジックモデルと具体的な評価指標



評価計画の立て方の基本：誰が、何を、いつ、どこで・どのように

●誰が（Who）

●何を（What） ●いつ（When）
●どこで・どのように
（Where・How）

× ×

下記の3つは、目的に応じた組み合わせで検討する。

評価する

行政担当者、専門職、住民（介護予防サポーター）など

作成：東京都健康長寿医療センター 清野諭

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
評価をするには、まず、評価計画を立てる必要がある。なぜなら、後から、あのデータが必要だった・・・となっても過去にさかのぼってとることはできないから。では、どのように計画を立てるか。基本は、「誰が、何を、いつ、どこで・どのように」という視点で立てること。誰がは、多くの場合、行政担当者、専門職、住民（介護予防サポーター）などか。



DO（体制・連携） ACT-RECIPE



DO（実施） ACT-RECIPE



CHECK（評価） ACT-RECIPE

 PLANのフェーズで想定していた機関・
組織と連携できたか？

 その質はどうだったか（形骸化していな
いか）等？

 PLANのフェーズで想定していた取組を
実施できたか？

 その質はどうだったか（効果的に実施
できたか）等？

 通いの場の数、年間実施回数、
参加者数、参加率など



CHECK（評価） ACT-RECIPE

理想的な評価に
必要な要件

通いの場の効果評価の対象は３つ

①

②

③

「通いの場の参加者を対象に調査」または
「通いの場の参加者、非参加者を対象に比較調査」

「現行のニーズ調査」を活用

参加した人がどう変わったか？

地域がどう変わったか？



通いの場それぞれ、または通いの場全体を対象とした評価
「通いの場の参加者を対象に調査」を行う場合

通いの場の効果以外の要因が影響
している可能性が排除できない。

心身機能は加齢とともに低下する
ので、評価期間が長くなると効果
が見えにくくなることも。



ニーズ調査がこのように
実施できるとよいが・・・

「通いの場の参加者、非参加者を対象に調査」を行う場合（理想的な評価方法）





地域全体を対象とした評価
現行のニーズ調査を活用する場合





PLANで設定した目標がどこまで達成できたかを確認！



ACTION（評価） ACT-RECIPE

直接の成果と効果それぞれの
目標到達度に応じて、
計画・プロセスを再検討





• 事業を進める上での手引きとして

• 取組状況を確認するための
チェックシートとして

次年度は1つでも多くチェックがつくように、
ステップ・バイ・ステップ方式で事業を推進

アクトレシピの活用方法
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